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新年のごあいさつ

一般社団法人山形県産業廃棄物協会

会 長 黒　澤　利　宏

　新年あけましておめでとうございます。

　会員の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　また、当協会の事業活動につきましては、日ごろから会員の皆様はじめ、県等の行政機関や関

係団体各位の格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　当協会会員はコンプライアンス遵守を最重視し、安全で安心のできる適正処理を行い、排出事

業者からの理解と信頼の構築に努めているほか、協会としても安心して処理を任される業界であ

るように取り組みを進めております。

　協会の主な事業としては、やまがた環境展2016へブース出展し当協会をＰＲしたほか、産業

廃棄物啓発支援事業及び不法投棄防止活動を実施するとともに、法の適正な運用に対処するため

「産業廃棄物適正処理推進研修会」の開催や愛知県の産業廃棄物処理業者による廃棄食品の不正

転売事件が発生したことから、県が主催し当協会が共催して県内の食品製造事業者を対象に「産

業廃棄物排出事業者研修会」を開催いたしました。

　また、今年度は新たに優良産業廃棄物処理業者の拡大に向けた取り組みとして「優良産業廃棄

物処理業者認定制度普及推進研修会」を開催したほか総合支庁環境課と支部役員との行政懇談会を

４支部で開催し、地域における課題等について意見交換が行われ有意義に開催されたところです。

　今後とも、より一層社会的信頼を高めるとともに、産業廃棄物処理業における労働災害が多い

ことから、当協会が策定した平成29年度労働災害防止計画に基づき、労働災害の減少に取り組

んでまいります。

　協会としては引き続き、産業廃棄物の適正な処理及び再生利用等を推進することにより生活環

境の保全と公衆衛生の向上を図り、県民の健康で快適な生活の確保に寄与してまいる次第であり

ます。

　最後になりますが、会員の皆様のご発展、ご多幸を祈念するとともに、関係各位の変わらぬご

指導・ご鞭撻をお願い申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。
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新年のごあいさつ

山形県環境エネルギー部

部 長 大　森　康　宏

　新年あけましておめでとうございます。平成29年の新春にあたり、一言御挨拶申し上げます。

　一般社団法人山形県産業廃棄物協会並びに会員の皆様におかれましては、健やかに新しい年を

お迎えのことと、心からお喜び申し上げます。また、日ごろから、ごみゼロやまがたの推進や産

業廃棄物の適正処理による環境負荷の低減など、本県の循環型社会の形成に格別の御理解、御協

力を賜り、深く感謝申し上げます。

　さて、平成29年度の県政運営の基本的な考え方につきましては、本県の将来ビジョンである「自

然と文明が調和した理想郷山形」の実現に向けて、４本の成長戦略を展開し、「やまがた創生総

合戦略」によって加速し得られたこれまでの成果を活かすとともに、国内外に広く発信し交流拡

大を進め、やまがた創生をさらに力強く推進していくこととしております。

　循環型社会の形成につきましては、平成28年３月に中間見直しを行った「第２次山形県循環

型社会形成推進計画（ごみゼロやまがた推進プラン）」では、「全国一ごみの少ない県を目指して」

と「リサイクル等の循環型産業の振興」を基本目標としております。

　具体的施策として、廃棄物の発生抑制では、生ごみ減量や食品ロスの削減、事業系一般廃棄物

の削減・リサイクルの推進、循環型産業の支援では、リサイクル製品認定制度の普及拡大、３Ｒ

についての研究、施設整備、販路開拓までの一体的な支援、廃棄物の適正処理の推進では、不法

投棄の未然防止や海岸漂着物の回収処理などに取り組んでいくこととしております。

　貴協会には、こうした施策の推進にあたりまして、さらなる御理解と御協力を賜りますようお

願い申し上げます。

　結びに、一般社団法人山形県産業廃棄物協会の益々の御発展と会員の皆様の御健勝を祈念申し

上げ、新年の御挨拶といたします。
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平成29年年頭所感

公益社団法人全国産業廃棄物連合会

石　井　邦　夫会 長

　明けましておめでとうございます。旧年中は、当連合会の諸事業に皆様の多大なるご理解とご
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、ちょうど１年ほど前に、愛知県の産業廃棄物処理業者による廃棄食品
の不正転売事件が発覚し、本業界にとっての平成28年は、大変厳しい状況の中でのスタートと
なりました。
　当連合会は、この事件を産業廃棄物処理業への信頼を失墜させかねない極めて深刻な問題であ
ると受け止めました。このため国、愛知県産業廃棄物協会をはじめ全国の都道府県協会と連携し、
再発防止のための啓発活動や、排出事業者向けの「実地確認チェックリスト」の策定等に取り組
みました
　「実地確認チェックリスト」は、廃棄食品の飼料化と肥料化を委託している排出事業者が、委
託先の産業廃棄物処理業者の施設を訪問し、コミュニケーションを行いながら、その処理の状況
を確認する際に活用していただくためのもので、昨年10月に完成しました。このような事件が
再び繰り返されないよう、引き続き業界を挙げて再発防止に取り組んで参る所存でございます。
　また、昨年は、廃棄物処理法の５年ごとの点検・見直しの時期に当たる重要な年でありました。
当連合会は、産業廃棄物処理業の振興と規制の合理化の観点で、平成27年度の約１年間をかけ
て同法とその運用等について議論を重ね、この成果を意見書の形に取りまとめ、昨年３月末に環
境省へ提出しました。その後、中央環境審議会に設置された廃棄物処理制度専門委員会に委員を
派遣するなど、業界要望の実現に向けて関係方面へ強く働きかけているところです。
　この廃棄物処理法の見直しと並行する形で、本業界の振興策を検討するためのタスクフォース
を前年度に引き続き設置し、振興法等の立法化を目指して議論を進めています。具体的には、業
界振興のための法案大綱といったものを検討しており、本年の秋頃までにはある程度の姿を示し
たいと考えています。
　さらに、人材育成も大きな課題です。本業界は中小零細企業が多いことから、自社独自の取り
組みにはおのずと限界があり、人材育成が社内で十分に行われているとは言えないという問題を
抱えています。当連合会は、昨年度に続き今年度も産業廃棄物処理業における人材育成方策調査
検討業務を環境省より受託し、従業員の能力開発等の人材育成方策、さらには資格制度の創設等
について検討しております。
　このほか、労働安全衛生の向上や2030年度低炭素目標の検討など、「環境を守り、産業を支
える」資源循環の産業として様々な課題に取り組み、本業界が国民の皆様の一層のご理解と信頼
を得ることができますよう、なお一層努めて参る所存でございます。皆様のご指導・ご鞭撻を頂
戴できれば幸に存じます。
　最後になりますが、この１年が皆様にとりまして、すばらしい年でありますようお祈り致しま
して、新年のご挨拶とさせていただきます。

石　井　邦　夫
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　９月27日（火）ヒルズサンピア山形において、産業廃棄物適正処理推進研修会を開催しました。

　昨年度に引き続き開催した本研修会は、ＢＵＮ環境課題研修事務所　主宰　長岡文明氏をお招

きし、多数の会員の皆様よりご参加いただきました。

　具体的な事例を交えながらのご説明に参加者は熱心に耳を傾け、たいへん有意義な研修となり

ました。

産業廃棄物適正処理推進研修会の開催について

で き ご と

日　　時 平成28年９月27日（火）13：30 ～ 15：30

場　　所 ヒルズサンピア　２Ｆ　蔵王

参 加 者 45社　65名

内　　容

テーマ
「ダイコー事件から学ぶ～廃棄物から有価物を引き抜く
　行為は違法なのか？～」

講　師　ＢＵＮ環境課題研修事務所　
　　　　　主　宰　長　岡　文　明　氏
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　山形県警察本部生活安全部生活環境課が中心となって、酒田海上保安部警備救難課、山形県環

境エネルギー部循環型社会推進課、当協会が参画し組織しております「山形県産業廃棄物不適正

処理防止対策等連絡協議会」が平成28年10月６日（木）に県警察本部会議室において開催され、

黒澤会長と鈴木常務理事が出席しました。

　警備救難課からは山形県沿岸において、平成28年７月に漁業者が漁業系廃棄物である、かき殻

等を海上に投棄するという事案があった旨説明がありました。

　循環型社会推進課からは不法投棄の現状として、平成27年度は前年度より新規発見個所数、原

状回復終了箇所数が増加したが、原状回復未済箇所数が減少したこと、生活環境課からは全国の

廃棄物事犯について平成27年度は前年度より検挙事件数、検挙人数は増加しており、県内でも検

挙事件数、検挙人数も増加した旨説明がありました。

　当協会では、地域における不法投棄防止活動状況、不法投棄防止専門部会の開催状況、県民へ

の啓発について説明いたしました。

　その後、生活環境課より、「山形県の暴力団情勢について」説明がありました。

　なお、当協会会員はコンプライアンス遵守を最重視し、安全で安心のできる適正な処理に努め、

排出事業者からの理解と信頼の構築に努めております。

山形県産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会について
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　10月24日（月）、県からの受託事業である「循環型産業トップセミナー」を開催しました。

　本セミナーは、産業廃棄物処理業の経営者層を対象に、リサイクルの推進、循環型産業への転

換に向けた意識付けを行うことを目的とし開催するもので、今回で11回目となりました。

　今年度は、石坂産業 株式会社 専務取締役　石坂　知子様と当協会監事　税理士法人あさひ会

計　代表社員　公認会計士・税理士　田牧　大祐様をお招きしご講演いただきました。

循環型産業トップセミナーの開催について

日　　時 平成28年10月24日（月）13：30 ～ 16：30

場　　所 ヒルズサンピア山形　２F　蔵王

内　　容

○「苦難を乗り越え会社を変えた経営哲学と事業展開に
ついて」  

　　石坂産業　株式会社
　　　　　　　専務取締役　石　坂　知　子　氏

○「中小企業経営の現状と課題、納税の状況について」　
　　税理士法人あさひ会計　代表社員　
　　　公認会計士・税理士　田　牧　大　祐　氏

石坂産業　株式会社
専務取締役　石坂　知子　氏

税理士法人あさひ会計　代表社員
公認会計士・税理士　田牧　大祐　氏

会場の様子
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　公益社団法人全国産業廃棄物連合会のブロック組織である北海道・東北地域協議会が、平成28

年10月27日（木）に盛岡市「ホテルメトロポリタン盛岡」で開催されました。

　公益社団法人全国産業廃棄物連合会からは石井会長、香川事業部長兼調査部長、土井参与及び

日浦調査部主幹代理、各道県協会の会長及び事務局長が出席し、地域協議会会長の門脇会長と石

井会長より挨拶がありました。

　会議の概要は次のとおりです。

　１　協議

　　⑴　各協会からの提出議題について

　公益社団法人北海道産業廃棄物協会から提案された公益社団法人全国産業廃棄物連合会

に対するマニフェスト用紙の改善に関する要望については、難しい課題があることからマ

ニフェスト推進委員会での検討結果等も踏まえ要望しないことにした。

　　⑵　公益社団法人全国産業廃棄物連合会に対する要望について

　平成27年度に要望した次の２件の内容を再確認し、公益社団法人全国産業廃棄物連合会

の対応等について説明していただき意見交換した。

　　　①　優良な産業廃棄物処理業者に対する優遇制度の確立について

　　　　　国に要望した。

　　　②　災害廃棄物の迅速な処理のための措置について

　廃棄物処理関係者が災害救助法の対象になり得るかどうかなど更に検討する必要があ

るとされた。

　２　公益社団法人全国産業廃棄物連合会からの連絡事項

　　⑴　廃棄物処理法の点検・見直し

　　⑵　水銀廃棄物に関する水俣条約の国内措置

　　⑶「産業廃棄物処理業における労働災害防止計画」の策定・実施

第60回北海道・東北地域協議会について
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　（公社）全国産業廃棄物連合会、（公財）日本産業廃棄物処理振興センター、（公財）産業廃棄

物処理事業振興財団の主催による「第15回産業廃棄物と環境を考える全国大会」が、平成28年11

月11日（金）に岡山市「ホテルグランヴィア岡山」で約650名が参加し開催されました。

　今回の全国大会では、国内外の大きな流れを踏まえ、産業廃棄物処理業を取り巻く状況につい

て、各界の皆様と一緒に考えることを趣旨として開催されました。

　当協会から黒澤会長、鈴木常務理事が参加したほか、村山支部の視察研修として小林支部長は

じめ16名が参加しました。

　大会主催者三団体を代表して、（公社）全国産業廃棄物連合会　石井会長から主催者挨拶があ

り、中尾環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部産業廃棄物課長、足羽岡山県副知事より来賓

祝辞がありました。

　環境大臣表彰式典では、産業廃棄物関係事業功労者として25名の方が環境大臣表彰を受賞され

ました。

　次に、基調講演は「廃棄物処理法の見直しについて」をテーマに、環境省大臣官房廃棄物・リ

サイクル対策部産業廃棄物課長の中尾豊氏の講演がありました。

　引き続き「産業廃棄物処理業界における低炭素化について」をテーマとしてパネル討論会が開

催され、コーディネーターは荒井眞一氏（一般社団法人低炭素社会創出促進協会審議役兼事業評

価部部長）、パネリストは中尾豊氏、脇本靖氏（岡山県環境文化部循環型社会推進課長）、坂本規

氏（銘建工業株式会社バイオマス事業部事業部長）、岸政彦氏（バイオディーゼル岡山株式会社

代表取締役社長）、大塚雅司氏（タマタイ産業株式会社代表取締役社長）が努められました。

第15回産業廃棄物と環境を考える全国大会が開催される
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「やまがた環境展2016」開催報告

　昨年、11月19日及び20日の二日間、山形国際交流プラザを会場として、やまがた環境展2016実
行委員会主催による「やまがた環境展2016」を開催いたしました。

　この環境展は、「はじめよう！　行動しよう！　未来を築く　エコライフ」をサブテーマに、

環境問題に取り組む事業者や団体、行政等が、環境に配慮した製品や環境技術の展示及び情報発

信を行い、地球温暖化対策や自然との共生、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）に関す

る学び・啓発の場を提供することで、参加者一人ひとりが自らのライフスタイルを見直す契機と

してもらうこと、また、再生可能エネルギー等に関する理解を深め、循環型社会及び低炭素社会

の形成に向けた取組みを推進することを目的に開催しております。会場では関係団体による協賛

事業が多数開催され、二日間で１万８千人を超える方にお越しいただきました。

　当日は、山形県や一般社団法人山形県産業廃棄物協会などの主催団体をはじめ、県内外から44の
企業と団体が出展し、家庭でできる省エネ、森林保全活動、再生可能エネルギー設備、リサイクル

製品など、工夫を凝らした展示や実演、親子で楽しめる体験型企画を用意し来場者を迎えました。

　さらに、秘密のケンミンSHOWでおなじみの女優　黛英里佳さんのトークショーやリサイク

ル自転車の抽選会、環境に関する表彰などのステージを使った様々な主催・協賛事業もあり、御

来場の方々には展示や講演、体験などを通じて、楽しみながら環境に対する理解を深めていただ

くとともに、ライフスタイルを見直す契機になったものと思っております。

　このイベントは、平成15年度の「環境産業まつり」に始まり、今回で14回目の開催となりました。

内容も、自然環境分野などを含め幅広い分野について情報を発信する総合的なイベントへと変化

しております。今後とも、内容を充実させながら環境保全に関する啓発活動を展開してまいりた

いと考えておりますので、皆様方の変わらぬ御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げます。

　最後に、「やまがた環境展2016」の開催に御協力いただいた関係者の皆様に心からお礼申し上げます。

山形県環境エネルギー部循環型社会推進課長　佐藤　孝喜

（やまがた環境展2016実行委員会事務局長）
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山形大学大学院理工学研究科　多賀谷　英幸　

　目に付いた新聞記事には、「金属探知機で検査」、と言う見出しがありました。入場者をチェッ

ク、と続けば、頭に浮かんだのは、テロ警戒の武装警官の姿です。しかし、将棋・竜王戦、不正

疑惑、と言う文字も確認できます。

　この２、３年で、コンピュータ将棋ソフトがプロ棋士に勝った、という報道が珍しくなくなり

ましたが、今回の記事は、竜王のタイトル戦で、挑戦者のソフト不正利用が発覚したと言うもの

でした。挑戦者よりもソフトの方が強いことを示していることになりますが、対局場へのスマホ

携帯を防ぐために金属探知機を利用していたと言う事実にはさすがに驚きました。囲碁の世界で

も、名誉名人が平手でコンピュータソフトに負けた、と言う報道がなされたばかりです。

　どうあれ、将棋の愛好家として、このような不正が問題になることは10年前には全く考えられ

なかった、と言う気持ちになりますが、年齢を重ねた分、そんなことが色々と耳に入り、頭に残

るようになりました。

　カメラのフィルムメーカーの方が研究室を訪問してきたのは、20年近くも前のことになりま

す。フィルムに替わる商品の開発を目指し、しばらく大学で研究員として基礎研究に携わりまし

た。熱心に新製品の開発研究に取り組む姿を見ても、写真フィルムが使われなくなるとは思いも

しませんでしたが、高機能化したデジタルカメラが一気に普及し、写真フィルムは過去の遺物に

なりました。研究員を派遣したそのフィルムメーカーも高機能デジタル機器の製造メーカーへと

変貌しています。

　昭和の時代は間違いなく、物にあふれる生活が豊かさの象徴でした。このような実物へ投資す

る実物空間から、金融へ投資する金融空間へのシフトが進行した平成の時代では、デジタル化の

進行がグローバル化とそれに伴う価値の均質化を推し進めた感があります。

　生活様式の変化で言えば、近年は今までに無く短い期間での変化が特徴的、と言われるように

なりました。個人所有から共有・シェアーの文化が根付き始めるなど、目立ってきた価値観の多

様化は、資源を上手に活用し、地球規模の環境とも共存する生活様式と無縁ではありません。

　変化の時代は、モノの変化によって達成されています。改めて、モノを直接に扱う工学の果た

すべき役割の高さを感じています。多様化する価値観の充実には、工学による技術革新が不可欠

であることは間違いありません。

「 変 化 の 実 感 」

会 員 外 理 事 随 想
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ＰＣＢ特措法が改正されました！

行 政 だ よ り
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改正ＰＣＢ特措法（Ｈ２８．８．１施行）の主な内容 

 

１．高濃度ＰＣＢ廃棄物（使用中の高濃度ＰＣＢ使用製品を含む）の処理期限までの処分の義務付け 

   ・高濃度ＰＣＢ廃棄物や使用中の高濃度ＰＣＢ使用製品は、処理期限までに処分を委託することを義務付け。 

   ・処理期限までに処分を委託しない場合には、改善命令の対象とする。 

   ・ＰＣＢ廃棄物を多量に保管している等により、計画的に処理を行っている場合には、山形県知事あてに「特例処

分期限日に係る届出書」（様式第５号）により届け出ることにより、処理期限の１年後（「特例処分期限日」という。）

までに処分することが可能。 

ＰＣＢ廃棄物の種類 処理期限 

ＰＣＢを含む油、変圧器、コンデンサー、これと同程度の大型の電気機器類 平成34 年３月31 日 

安定器、その他の汚染物（感圧複写紙、ウエス、汚泥等） 平成35 年３月31 日 

      ＜【参考】高濃度ＰＣＢ廃棄物＞ 

廃ＰＣＢ等（ＰＣＢを含む油） ＰＣＢ濃度が 0.5 重量％を超えるもの 

ＰＣＢ汚染物 汚染されたＰＣＢ濃度が 5,000mg/kg を超えるもの

 

２．保管している全てのＰＣＢ廃棄物の処分が終了した場合の届出制度の新設 

・保管している全ての高濃度ＰＣＢ廃棄物の処分の委託を終えたときは、処分の委託を終えた日（委託契約書の

締結日）から20日以内に、または全ての低濃度ＰＣＢ廃棄物の処分を終えたときは、処分を終えた日から20日以

内に、いずれも「処分終了届出書」（様式第４号）により山形県知事あてに届け出る。 

(高濃度PCB廃棄物と低濃度PCB廃棄物の両方を保管している場合、全ての高濃度PCB廃棄物の処分の委託

を終えたときに届出を行い、さらに低濃度PCB 廃棄物の処分を終えたときにも届出が必要) 

※＜注意＞処分終了届出書の他に、翌年度の 6 月30 日まで「保管状況等届出書」（様式第１号）が必要。 

 

３．ＰＣＢ廃棄物の保管及び処分状況等届出書の様式変更と縦覧方法の追加 

   ・毎年６月 30 日までに前年度のＰＣＢ廃棄物の状況について届け出る「保管及び処分状況等届出書」（様式第１

号）の様式が変更され、一部項目の削除及び処分予定年月を追加。 

   ・保管等の状況の公表について、従来からの副本及び添付書類を縦覧に供する方法に加えて、インターネット

の利用その他の適切な方法により公表することを追加。 

 

４．ＪＥＳＣＯ事業エリアを越えた高濃度ＰＣＢ廃棄物の保管場所の移動の原則禁止 

   ・ＪＥＳＣＯ事業エリアを越えて、高濃度ＰＣＢ廃棄物の保管場所を移動することを原則禁止。 

・環境大臣の確認の要件「届け出た保管の場所において確実かつ適正に保管することができなくなったこと及び

確実かつ適正に保管することができる場所に保管の場所を変更すること」を満たし、環境大臣の確認を受けた場

合に限り、移動することが可能。 

 

５．高濃度ＰＣＢ使用製品の廃棄の見込みの届出制度の新設 

   ・電気事業法に基づく電気工作物を除き、高濃度ＰＣＢ使用製品の廃棄の見込みについて、毎年度６月 30 日ま

でに「高濃度ＰＣＢ使用製品の廃棄の見込みに係る届出」（様式第１号）を提出することを義務付け。 

 

６．高濃度ＰＣＢ使用製品の廃棄終了の届出制度の新設 

   ・電気事業法に基づく電気工作物を除き、全ての高濃度ＰＣＢ使用製品の使用をやめた場合、その使用をやめた

日から 20 日以内に「廃棄終了届出書」（様式第４号）により山形県知事あてに届け出ることを義務付け。 

 

７．高濃度ＰＣＢ使用製品に係るその他の規制 

   ・１の処理期限経過後の高濃度ＰＣＢ使用製品は、高濃度ＰＣＢ廃棄物とみなす。 

   ・電気事業法に基づく電気工作物を除き、高濃度ＰＣＢ廃棄物と同等の届出制度が適用。 

 

８．都道府県知事による立入検査及び報告徴収の対象の拡充 

   ・立入検査及び報告徴収の対象に高濃度ＰＣＢ廃棄物のおそれのあるもの、高濃度ＰＣＢ使用製品を追加。
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・各種届出書の様式関係は、県ホームページ（下記参照）からダウンロードできます。 

◎【山形県ホームページ（ＰＣＢ廃棄物関係の届出について）】 

「http://www.pref.yamagata.jp/ou/kankyoenergy/050010/waste/pcb-style.html」 

・インターネットが使用できない場合には、下記「３」にお問い合わせ下さい。 

 

届出書提出先 ： 各総合支庁保健福祉環境部環境課 

問合せ先    ： 各総合支庁保健福祉環境部環境課または県庁環境エネルギー部循環型社会推進課 

 

 

 

 

 

 

（１）ＰＣＢ廃棄物を保管している全ての事業者   ※   の届出は、全ての保管事業者が必ず提出するもの。 

こんなとき 届出の種類 提出の期限 

・年度末にPCB 廃棄物を保管している 

・年度末にPCB 廃棄物はないが、前年度中にPCB

廃棄物の処分を委託した、または前年度中にPCB

廃棄物の保管場所を移動した 

「保管及び処分状況等届出書」

【様式第１号】 

※前年度の状況 

毎年度６月３０日 

・保管事業場を変更した 「変更届出書」【様式第２号】 変更後１０日以内 

・JESCO 処理対象区域を越えて保管場所を移動す

る必要があるので、環境大臣の確認を受けたい 

「確認申請書」【様式第３号】

※環境大臣に申請します 
あらかじめ 

・全ての高濃度PCB 廃棄物の処分の委託を終えた 「処分終了届出書」 

【様式第４号】 

委託契約締結日から２０日以内

・全ての低濃度PCB 廃棄物の処分を終えた 処分終了日から２０日以内

・特例処分期限日までに処分することが確実である

ので、その旨の届出を行いたい 

「特例処分期限日に関する届出書」

【様式第５号】 
処分期間の末日まで 

・特例処分期限日届出の内容に変更がある 「変更届出書」【様式第６号】 変更後１０日以内 

・保管事業者(法人)の分割、合併、承継があった 

・保管事業者(個人）の相続があった 
「承継届出書」【様式第７号】 承継後３０日以内 

・例外規定に該当し、PCB 廃棄物を譲り受けた 「譲受け届出書」【様式第８号】 譲受後３０日以内 

 

（２）高濃度のＰＣＢ使用製品を所有している事業者  ※   の届出は、全ての所有者が必ず提出するもの。 

  ※ＰＣＢ使用製品が電気事業法に基づく電気工作物の場合には、以下の届出は不要。 

こんなとき 届出の種類 提出の期限 

・年度末に高濃度PCB 使用製品を所有している

・前年度に高濃度PCB 使用製品を移動した 

「廃棄の見込みに関する届出書」 

【様式第１号】  

※前年度の状況を届け出る 

毎年度６月３０日 

・高濃度PCB 使用製品の所在の場所を変更した 「変更届出書」【様式第２号】 変更後１０日以内 

・所有していた全ての高濃度 PCB 使用製品の使

用をやめた 
「廃棄終了届出書」【様式第４号】 

使用をやめた日から 

２０日以内 

・特例処分期限日までに処分するための届出を行

いたい 

「特例処分期限日に関する届出書」

【様式第５号】 
処分期間の末日まで 

・特例処分期限日届出の内容に変更があった 「変更届出書」【様式第６号】 変更後１０日以内 

・所有者(法人)の分割、合併、承継があった 

・所有者(個人)の相続があった 
「承継届出書」【様式第７号】 承継後３０日以内 

・高濃度ＰＣＢ使用製品を譲り受けた 「譲受け届出書」【様式第８号】 譲受後３０日以内 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）特措法による各種届出について 

１．届出の種類について 

２．届出の様式・添付書類は？ 

３．届出書等の提出先及び問い合わせ
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総 合 支 庁 だ よ り

　村山総合支庁では今年度、管内の不法投棄箇所について、不法投棄防止対策協議会の事業とし

て住民・事業者・行政が一体となって３箇所（村山市・山形市・寒河江市）で原状回復事業を実

施し、また、大石田町の１箇所で県の原状回復措置推進事業を実施しました。

　今回の不法投棄箇所では、スズメバチが舞い回収した廃タイヤに巣があったり、命綱を使って

不法投棄された斜面の事前下刈りをしたりなど危険な作業も伴いましたが、産業廃棄物協会様は

じめ地元の皆様の御協力で事故も無く下記写真のとおり原状回復できました。

　また、不法投棄防止啓発事業として、不法投棄防止を呼びかける３台のラッピングバス（山形

交通路線バス）運行を継続いたしました。

　今後も、皆様と共に不法投棄の撲滅に向け取り組んで参りますので、御協力をお願いいたしま

す。

なくそう！ 不法投棄　守ろう！ 美しいやまがた村山総合支庁
環境課

＜村山市大倉地内・H28．10．８実施＞ ＜山形市長谷堂地内・H28．11．４実施＞

＜寒河江市柴橋地内・H28．11．29実施＞ ＜大石田町岩ヶ袋地内・H28．11．30完了＞
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◎鮭川村で不法投棄原状回復作業を行いました
　10月29日（土）鮭川村曲川地区で、地区住民、（一社）山形県産業廃棄物協会最上支部及び最

上建設クラブの会員など30名の参加により、不法投棄の原状回復作業が行われました。

　林道沿いの杉林の中から家庭ごみなど110kgの投棄物が回収されました。

地域の住民の方も、ボランティアでがんばりました。

　　　 ◎ホームタンクから離れないでね！～油流出事故を防ごう～
　冬は暖房の季節です。ホームタンクからの小分け中に灯油を流出する事故が毎年多発していま

す。油漏れを防ぐために、ポリタンクへの小分けの際は、作業が終わるまで絶対にその場を離れ

ないでください。

　また、今年は降雪量が多いことが見込まれています。落雪等による雪の重みで貯油タンクや配

管が破損しないように点検、確認を行いましょう。

　油を流してしまった場合や発見した場合は、消防署、市町村、警察署、総合支庁へ連絡してく

ださい。

　これからも、地域みんなの力で、最上の美しい自然を守っていきましょう！

最上総合支庁　環境課からのお知らせ最上総合支庁
環境課
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【秋季不法投棄合同パトロール出発式と啓発コンクール表彰式を行いました！】
　置賜総合支庁では、10月の不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間の始まりに、秋季不法投棄

合同パトロール出発式を行っています。今年度も置賜地区不法投棄防止対策協議会会員にのぼり

旗等を手渡した後、商業施設にて不法投棄防止の啓発活動を行いました。

　出発式に併せ、「廃棄物適正処理・3Rの普及啓発ポスター及び川柳コンクール」の表彰式を行

いました。受賞者に賞状と副賞を授与し、記念撮影を行いました。受賞作品は不法投棄防止のた

めの看板やのぼり旗等に活用します。受賞者のみなさんおめでとうございます！

【不法投棄の原状回復作業を行いました】
　置賜地区不法投棄防止対策協議会の事業として、11月22日に川西町上小松地区で原状回復作業

を行いました。今回の不法投棄箇所は山林の斜面であり、また長年の投棄で蓄積されたのか、掘

れば掘るほど廃棄物が出てくる状態ではありましたが、皆様のご協力により、無事原状回復され

ました。

　これからも地域みんなの協力で、きれいな置賜を守りましょう！

置賜総合支庁
環境課 置賜総合支庁　環境課からのお知らせ
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　９月10日、11日の２日間、庄内地域を会場に

「第36回全国豊かな海づくり大会～やまがた

～」が開催されました。この大会は、水産資源

の保護、海や川の環境保全を広く国民に発信す

ることを目的としており、天皇、皇后両陛下に

御臨席いただくとともに、延べ３万人を超える

方々に参加いただきました。

　庄内総合支庁環境課は主に環境整備を担当しました。全国のお客様に、美しいやまがたを見て

いただくため、会場や関係者の移動ルート、それらの周辺をきれいにする業務です。今回は酒田

市役所から鼠ヶ関港までと範囲が広く、移動ルートが発表されてからでは対応が間に合わないた

め、４月から移動ルートを予想して環境整備に着手したのでした。

　当然、そんな中、予想が外れたところもあるわけでして…。

Ｋ君）ただ今戻りました、今日は××の場所のごみの片付けが完了しました。土地所有者が快く

対応してくれました。

上司）Ｋ君、今日の午前中に移動ルートが変更になって、その場所は通らなくなったぞ。便乗撤

去じゃないか？

Ｋ君）便乗撤去！？（一瞬ドキッとして）

　　　…。

　　　…。

　　　ん？　放置されている廃棄物を片付けてもらったわけで、問題ないのでは？

上司）それはそうだな。海づくり大会のおかげで色々片付くね。「便乗撤去」っていう言葉はな

んか響きがいいね～。どんどん便乗撤去していこうか。

　こんな感じで、今年度の前半は、例年よりも多くの時間を環境美化に費やしました。

　通常は、規模や内容から順位を付けて対応するのですが、今回は範囲を決めて大小すべからく

対応しました。初期段階では改善が容易なこと、地域全体がきれいになれば抑止効果が高まるこ

とを実感できた点は貴重な体験だったと思います。

全国豊かな海づくり大会の舞台裏について　～環境整備班編～全国庄内総合支庁
環境課
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　また、大会の直前は、会場周辺や移動ルート沿いの、いわゆるポイ捨てのゴミ拾いを行いました。

　普段、通行している際に汚いと感じない道路であっても、実際に拾ってみると予想以上にゴミ

が多く、３日間でゴミ袋（大）で20袋以上を回収しました。

　拾っているうちに、徐々に獲物を狙うハンターの目になってきて、時速50km走行時に路肩に

落ちているたばこのフィルターを認識するまで、感覚が研ぎ澄まされて？いきました。式典や会

場の様子を見ることはできませんでしたが、一風変わった視点でイベントに参加することが出来

ました。

　大会の開催にあたり、庄内支部の会員の皆様には、クリーンアップ作戦への参加、ルート沿い

の通い箱の早期回収など、たくさんの御協力をいただきました。この場をお借りしまして、お礼

申し上げます。

倒壊した小屋の解体作業。庄内支部の
会員の方から御協力をいただきました。

環境課職員による沿道のごみ拾い
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　置賜総合支庁では、廃棄物の適正処理や３Ｒ（リユース・リデュース・リサイクル）について

理解と関心を深めてもらうため、置賜地域の小中学生を対象として「廃棄物適正処理・３Ｒの普

及啓発ポスター及び川柳コンクール」を実施しました。

　本ポスターコンクールは７年目、川柳コンクールは２年目の実施になります。今年度の応募数

は、ポスター部門について小学生から69作品、中学生から142作品、川柳部門について小学生か

ら43作品、中学生から101作品の応募があり、合計355点となり、昨年度より158点多い応募があ

りました。

　米沢市芸術文化協会の佐藤会長や一般社団法人山形県産業廃棄物協会の山﨑置賜支部長ほか３

名の審査員により、オリジナル性、表現力などを総合的に審査し、受賞作品を決定いたしました。

最優秀賞・優秀賞受賞者には、10月３日に秋季不法投棄合同パトロール出発式と併せて表彰式を

行い、賞状と副賞を授与しました。

　受賞作品は、広く県民の皆様に御覧いただけるよう、置賜総合支庁本庁舎及び西庁舎ロビー、

イオン米沢店、マックスバリュ南陽店で展示したほか、山形ビックウイングで開催された「やま

がた環境展2016」に出展し、多くの方々にご覧いただきました。

　優秀な作品については、ポケットティッシュや不法投棄防止用看板・のぼり旗の図柄・標語と

して使用し、各市町に配布するとともに置賜総合支庁環境課において、広く不法投棄防止の普及

啓発に活用する予定です。

　受賞作品については、現在、下記のホームページにて公開しておりますので、是非御覧ください。

（http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/okitama/325022/H28_poster_result.html）

啓 発 支 援 事 業

廃棄物適正処理・３Ｒの普及啓発ポスター及び川柳コンクールを開催しました！廃棄物置賜総合支庁
環境課

中学生の部　最優秀作品小学生の部　最優秀作品

川柳部門　小学生の部　最優秀作品

ただのゴミ　生き返らせろ　分別で
川柳部門　中学生の部　最優秀作品

ほたる飛ぶ　きれいな川に　ゴミはなし
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村    山    支    部村    山    支    部

支 部 だ よ り

事 業 名 研修会

日　　時 平成28年10月13日（木）　13：30 ～ 15：30

場　　所 ヒルズサンピア山形　「朝日」

参加人数 支部会員各社より　35名

内　　容

講　師　山形県村山総合支庁保健福祉環境部　環境課

　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐　笹渕　健市　様

テーマ　「廃棄物の適正処理にむけて」

　　　　　①　建設・解体工事における留意点

　　　　　②　中間処理後廃棄物について

　　　　　③　最近の法改正について

　　　　　④　廃棄物焼却施設の廃熱利用について

　　　　　⑤　これまで環境課に寄せられた質問

コメント

　近年の支部研修としては、昨年に引き続き２回目の開催でありれました。

　法改正の動向等もさることながら、環境課に寄せられた様々な質問と相談を

一覧にして頂き、身近に感じられる事案として当局の見解をお聞きできたこと

は、大変有意義でありました。

　熱心に拝聴し質問等も出され、各社の研修に取組む意欲も強く感じられた研

修会でありました。
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村    山    支    部村    山    支    部

事 業 名 視察研修

日　　時 平成28年11月10日（木）～ 12日（土）

場　　所 岡山市（第15回産業廃棄物と環境を考える全国大会）

参加人数 16名

内　　容

基調講演

　テーマ　「廃棄物処理法の見直しについて」

　講　師　中尾　　豊　氏

　　　　　（環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部産業廃棄物課長）

コメント

　岡山市で開催される「第15回産業廃棄物と環境を考える全国大会」への参加

を目的に仙台空港より広島空港へ出発。空港到着後貸切バスにて世界遺産の一

つ、「厳島神社」を見学後、広島市内の原爆ドーム、広島平和記念資料館を見学。

今年、オバマ大統領が訪問した際記したメッセージとその傍らに添えられた折

り鶴が印象的でした。その後宿泊ホテルに向かい、夕食会では地元食材を肴に、

懇親を深めました。

　二日目は倉敷美観地区を散策後、全国大会の会場である、ホテルグランヴィ

ア岡山へ。基調講演で中尾課長は、廃棄物処理法の見直しの大きな柱に「廃棄

物の適正処理の更なる推進」を掲げ、対策として電子マニフェストのシステム

改善や普及拡大を挙げておりました。加入率は約44％で、そのうち収集運搬が

約18％との実績を報告。近年、産廃の再生利用率が53％前後で推移しており、

中でも違法な使用済家電等の収集・海外輸出の撲滅が急がれる、と語っており

ました。全国大会の会場をあとにし、日本三名園の後楽園を散策後、宿泊ホテ

ルへ。

　最終日は、姫路城を見学しました。その審美的な魅力に魅了された後、神戸

の中華街で昼食後、伊丹空港から帰路へと向かい、視察研修は終了しました。
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村    山    支    部村    山    支    部

事 業 名 「やまがた環境展2016」への参加

日　　時 平成28年11月19日（土）～ 20日（日）

場　　所 山形国際交流プラザ（山形ビッグウィング）

協力人数 31名（村山支部協力者15名）

内　　容

　環境問題に取り組む事業者・団体・行政等が、環境に配慮した製品や環境技

術の展示及び情報発信を行い、地球温暖化対策や自然との共生、３Ｒに関する

学び・啓発の場を提供することで、参加者一人ひとりが自らのライフスタイル

を見直す契機としてもらうこと、再生可能エネルギー等に関する理解を深め循

環型社会及び低炭素社会の形成に向けた取り組みを推進することを目的として

今年も「やまがた環境展」が開催されました。

　今年度は山形県の事業が重なり、例年より１ケ月遅れの開催となりましたが、

19日（土）4，645人、20日（日）13，462人と多くの方にお越しいただきした。

　今年の協会ブースはスペースが広くなり、少し早いクリスマスをイメージし

たバルーンの飾り付けに今年度から新しい企画として産業廃棄物処理工程の写

真パネルとリサイクル製品の展示をしました。「環境クイズ」では２日間で423
枚の回答がありましたが、スムーズにバルーンを提供することができました。

各市町村の行政組合より提供の「リサイクル自転車抽選会」には二日間あわせ

て23台の自転車に540人もの応募数があり、日曜日の動物戦隊ジュウオウジャー

ショーのイベント効果と子供用自転車の人気が影響したと思われます。

　今年度はブースの配置換えをしましたが、人の流れなどスムーズで問題なく、

皆様にご協力いただいたおかげで無事に今年も盛大に開催されましたことを感

謝申し上げます。
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 適正処理推進事業

日　　時 平成28年10月３日（月）～ 17日（月）　午後１時30分～４時頃まで

場　　所
最上地区８市町村

新庄市・金山町・真室川町・舟形町・最上町・戸沢村・大蔵村・鮭川村

参加人数 51名（内／最上支部８名）

内　　容
新庄最上地区不法投棄防止対策協議会主催

平成28年度　秋季不法投棄合同パトロール

コメント

　10月は不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間ですので、この秋も８市町村
の不法投棄の確認を行うためパトロールに協力を致しました。
　10月３日（月）から17日（月）までの８日間を関係機関とともに巡回しました。
当支部からはマルミツ産業（株）・（株）マルコウ環境の２社（計８名）より参加
致しました。
　10月現在で不法投棄の確認個所は24箇所となっており、内新規発見１カ所と
なっております。１カ所につきましては規模未定（30㎥未満）ではありますが、
未だ不法投棄がされているということは残念です。
　最上支部と致しましても、現在確認個所の原状回復作業の依頼があれば、支
部役員または支部関連会社と連携協力を行っていく方針です。
　また、支部の活動の一環として、不法投棄防止の看板など市町村にも配布を
行っております。
　今年度も、最上地域の不法投棄防止活動を継続していきたいと思います。

日　　時 平成28年10月29日（土）（くもり時々雨）　午前７時30分～ 10時まで

場　　所 最上郡鮭川村曲川地内

参加人数 ２名　マルミツ産業（株）・最上共同クリーン（株）

運搬車両 １台　最上共同クリーン（株）

内　　容 不法投棄原状回復作業　第１回

コメント

◎当日参加者　計30名（内２名／当支部）
曲川地区住民・鮭川村衛生組合連合会・（一社）最上建設クラブ・鮭川村住民
税務課・最上総合支庁環境課・（一社）山形県産業廃棄物協会最上支部

◎廃棄物回収・運搬車両…２台
　２ｔダンプ（最上共同クリーン（株））　他村１台

◎回収・処分した廃棄物の量及び性状…合計110kg
　・家庭ごみ　缶　ビン　粗大ごみ　　　…70kg
　・廃プラスチック類（農薬容器含む）等…40kg
◎処理方法（運搬）　鮭川村：家庭ごみ
　　　　　　　　　 最上共同クリーン（株）：廃プラスチック類
　　　　　（処分）　家庭ごみ：リサイクルプラザもがみ（舟形町）
　　　　　　　　　 廃プラスチック類：（株）最上共同クリーンセンター（最上町）

◎再発防止対策：ごみ不法投棄禁止のぼり旗設置（鮭川村で実施）

※休日の早朝にも関わらず、又寒い中参加頂きありがとうございました。
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置    賜    支    部置    賜    支    部

事 業 名 視察研修

日　　時 平成28年11月８日（火）から11月９日（水）

場　　所 日野自動車（株）日野市日野台３－１

参加人数 ６名

内　　容 日野自動車（株）本社生産工場内自動車組立見学

コメント

　車両本体生産工場内の見学において、特殊車両本体の安全性、耐久性等の製

造過程確認の説明を受けました。

　車両本体に対する環境対策性確認及びアフターサービス分野の活動等の具体

的な目標の設定は、産業廃棄物業界の目標すべき類似点が多々ありました。

　適正処理及び適正収集運搬の遂行が企業発展および社会貢献の遂行できる要

因になることが改めて感じる事ができました。
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 視察研修

日　　時 平成28年10月13日（木）～ 15日（土）

場　　所 広島県広島市・府中市　

参加人数 11名

内　　容

施設見学

　・株式会社オガワエコノス（府中市）

　　　一般廃棄物、産業廃棄物の処分及びリサイクル事業等

　・一般財団法人広島県環境保全公社　出島廃棄物処分場（広島市）

　　　一般廃棄物、産業廃棄物の処分（埋立護岸）

コメント

　株式会社オガワエコノス様では、廃プラスチック、木くず、紙くず等をRPF
へとリサイクルする施設と新設した余熱で発電する設備を備えた焼却炉施設を

説明して頂きました。特に、リサイクルに対する取組みは勿論のこと行政の要

望に応じて高齢者宅への廃材回収など地域に対する社会的貢献への取り組みを

様々実践されており、見学者が年間二千人近いという事もうなずけました。

　出島処分場は、広島湾の埋立地の先端にあり、埋立容量190万㎥ととても大規

模な施設でした。廃棄物を海洋埋立材としているため持込み廃材の分析を即実

施するなど、環境への影響防止対策には目を見張るものがありました。

　循環型社会の形成に貢献する施設を視察し、更なる研鑽を図れた研修となり

ました。
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　今年度から４支部において総合支庁環境課との行政懇談会を下記のとおり開催いたしました。

【村山支部】
日　時　　平成28年９月14日（水）

場　所　　村山総合支庁301会議室

出席者　　環境課　相澤課長・

　　　　　齋野廃棄物対策主幹　他６名

　　　　　支　部　小林支部長　他13名
内　容　　⑴　不法投棄防止対策について

　　　　　⑵　優良産業廃棄物処理業者の育

成について

　　　　　⑶　電子マニフェストの普及につ

いて

　　　　　⑷　県外廃棄物の搬入等について

　　　　　⑸　廃棄物処理に係る各種課題等

について

　　　　　⑹　その他

　　　　　　　〈県からの情報提供〉

　　　　　　　　PCB廃棄物の処理について

【最上支部】
日　時　　平成28年９月27日（火）

場　所　　最上総合支庁201会議室

出席者　　環境課　佐藤課長　他２名

　　　　　支　部　斎藤支部長他６名

内　容　　⑴　今後の啓発支援事業について

　　　　　⑵　今後の原状回復作業の時期等

について

　　　　　⑶　平成27年度管内の立ち入り検

査の状況について

　　　　　⑷　平成28年の環境課の産業廃棄

物行政について

　　　　　⑸　支部役員会で話題になった内

容について

【置賜支部】
日　時　　平成28年９月８日（木）

場　所　　置賜総合支庁401会議室

出席者　　環境課　佐藤課長　他１名

　　　　　支　部　山﨑支部長他12名
内　容　　⑴　行政からの伝達、報告事項

　　　　　　①　廃棄物処理の動向

　　　　　　②　優良産廃処理業者認定

　　　　　　③　不法投棄対策

　　　　　　④　置賜総合支庁「出前講座」

　　　　　⑵　質疑応答

　　　　　　①　廃棄物処理に関する問題点

等

【庄内支部】
日　時　　平成28年11月11日（金）

場　所　　庄内総合支庁分庁舎３階２号会議

室

出席者　　環境課　髙橋廃棄物対策主幹

　　　　　　　　　　　　　　　　　他３名

　　　　　支　部　三浦支部長　他７名

内　容　　⑴　不法投棄防止対策について

　　　　　⑵　今後の啓発支援事業について

　　　　　⑶　電子マニフェストの普及につ

いて

　　　　　⑷　優良産業廃棄物処理業者の育

成について

　　　　　⑸　その他

総合支庁環境課との行政懇談会の開催について総合支庁環境課との行政懇談会の開催について
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青 年 部 会 だ よ り

やまがた環境展2016が開催されました

　11月19日20日、山形国際交流プラザにてやまがた環境展2016が開催されました。

　～はじめよう！行動しよう！未来を築くエコライフ～のテーマのもと各企業・団体が環境

に配慮した製品の展示や活動の紹介、趣向を凝らした様々な体験コーナーを企画され多くの

来場者の方々へPRされていました。我々山形県産業廃棄物協会のブースも今回よりレイア

ウトを変更しパネル展示も廃棄物処理工程を追加、またリサイクル製品の展示を行い来場者

の方々に産業廃棄物の処理方法を知っていただく良い機会になったのではないかと思いま

す。わたあめとポップコーンのプレゼント、環境に関するクイズに答えて貰えるバルーンアー

トには沢山の子供たち、ご家族がまだかまだかという顔で列をなしており終了間際まで切れ

ることのない列が続き大盛況だったのではないかと思います。

　また、目玉企画であるリサイクル自転車抽選会では各支部協力のもと、子供用やスポーツ

タイプのものなど23台の自転車に、両日ともに多くの申込者が訪れました。ご提供、整備い

ただきました各組合様には厚く御礼申し上げます。

　県内各地で様々なイベントが行われている中、多くの方々が来場され県民の環境に対する

意識が高まっていることを感じ、当協会の活動をさらに拡大しPRしていかなくてはならな

いと思いました。

（テルス株式会社　黒澤　武利）
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全国産業廃棄物連合会青年部協議会第10回全国大会（仙台大会）
山形県青年部会・大懇親会部会決起集会

　平成29年３月４日（土）、宮城県仙台市において青年部協議会北海道・
東北ブロック主管の全国大会が「47の絆と汗」をテーマに次のとおり行わ
れます。

第１部「記念事業」12：00 ～ 17：30
　仙台空港近くの駐車場にて開会セレモニーを行ったあと、バスで仙台
市蒲生地区の海岸公園に移動し、スコップをバトン代わりに1,000本の
記念植樹を行います。

第２部「大懇親会」18：30 ～ 20：30
　仙台市内の江陽グランドホテルに会場を移し、北海道・東北ブロック
７道県自慢のご当地グルメや地酒の提供、アトラクションなど企画が盛
りだくさんの大懇親会を開催します。

　今年度に入り、北海道・東北ブロックでは、全国大会の成功に向け「運
営部会・おもてなし部会・植樹部会・広報部会・大懇親会部会」の各専門
部会で構成する実行委員会を組織し、宮城県青年部会の庄子実行委員長を
中心に毎月協議を重ねて参りました。

　山形県青年部会は、第２部の大懇親会を企画運営する「大懇親会部会」
を担当することとなり、副実行委員長の渡辺部会長指導のもと、手作り感
満載で参加者に喜んでもらえる大懇親会を目指し他の部会に先行して準備
を進めてきております。

　大会当日まで３ヶ月を切り、また実施内容について大きな変動要素がな
くなったことから、参加協力いただく部会員の皆様に対する説明会を行う
ため、平成28年12月15日（木）、山形国際ホテルにおいて「全国産業廃棄
物連合会青年部協議会 第10回全国大会（仙台大会） 山形青年部会・大懇
親会部会決起集会」が開催されました。

　決起集会には、宮城県青年部会から庄子実行委員長のほか、大懇親会部会に所属する５名、
山形県青年部会から19名、計25名のご参加をいただき、大会概要や大懇親会概要の説明後、
大懇親会内容の詳細について打ち合わせを行いました。
　決起集会終了後、引き続き懇親会が行われ、山形県青年部会と宮城県青年部会が積極的に
交流を図り、大懇親会部会としての一体感が増したことは、これからの活動や大会当日の成
功に向け更に一歩前進できたものと思っております。

　最後になりますが、これまでの部会員各位のご尽力に対し深く感謝申し上げますととも
に、大会終了まで更なるご協力を賜りますよう切にお願い申し上げます。
　参加者全員が一丸となり、ぜひ我々の手で全国大会を成功へ導いて参りましょう。

（大懇親会部会長　有限会社千代田産業　丹野　貴之）

渡辺青年部会長

庄子実行委員長（宮城県）

丹野大懇親会部会長

会場の様子 担当ごとのミーティングの様子
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事 務 局 だ よ り

「環境・循環型産業交流プラザ」の開催について

　県からの受託事業である、「環境・循環型産業交流プラザ」が２月１日（水）、山形市のヒルズ

サンピア山形において開催されます。

　10回目となる本事業ですが、今回は、産学官連携による研究事例紹介、大学の技術シーズ紹介、

県の事業概要説明等を予定しておりますので、是非ご参加ください。

環境・循環型産業交流プラザ

（参加申込受付中／１月25日（水）締切）

日　時 平成29年２月１日（木）　13：30 ～ 16：15（予定）

会　場 ヒルズサンピア山形　２Ｆ　蔵王

内　容

１　産学官連携による研究事例の紹介

「二相循環式メタン発酵法による廃棄物系バイオマスの資源化に関する研究開

発」（仮題）

　　　　鈴木工業　株式会社 

２　大学における研究事例の紹介

　・「イオウを利用した貴金属回収技術」（仮題）

　　 山形大学大学院理工学研究科　教授（副学長）落合文吾氏

　・「リサイクル工学の実践」（仮題）

　　 山形大学大学院理工学研究科　教授　近藤康雄氏

・「火力発電における木質バイオマス（廃材・リサイクル材）の利用のための粉砕

技術の検討」

　　 山形大学大学院理工学研究科　助教　小竹直哉氏

３　説明

　・「県の事業概要の説明」

　　 県環境エネルギー部循環型社会推進課

４　学生の発表

５　交流タイム

　　　ポスターセッション、意見・情報の交換等
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協会ホームページ（会員専用）掲載情報（9月～12月）協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）

タ　　イ　　ト　　ル 分　類 掲載日

「酒田港ポートセミナー」の開催について（御案内） 研修会等 12月20日

冬の省エネ県民運動「冬の省エネ標語・川柳コンテスト」の
実施及びチラシの配布について

通知等 12月14日

てき丸君News-第33号（2016.12.13） 全産廃連広報 12月14日

平成28年度「電子マニフェスト導入実務研修会」の開催につ
いて

研修会等 12月５日

平成28年度「冬の労災をなくそう運動」の実施について 通知等 11月30日

てき丸君News-第32号（2016.11.10） 全産廃連広報 11月11日

表示・通知義務対象物質の追加に係る周知について（依頼） 通知等 11月９日

平成28年度山形県農業用使用済プラスチック適正処理推進運
動の実施について（通知）

通知等 10月18日

新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく特定接種の登
録について（周知依頼）

通知等 10月14日

てき丸君News-第31号（2016.10.11） 全産廃連広報 10月11日

第１回産業廃棄物処理能力テストの募集依頼について 研修会等 10月７日

平成28年度産業廃棄物処理業務研修会の募集依頼について 通知等 10月７日

循環・3Rシンポジウムの開催について（通知） 通知等 10月６日

平成28年度第３四半期のセーフティネット保証５号の指定業
種について

通知等 ９月29日

山形県最低賃金の改正に伴う周知・広報依頼及び中小企業・
小規模事業者支援事業の周知について

通知等 ９月13日

てき丸君News-第30号（2016.9.9） 全産廃連広報 ９月９日

山形県リサイクル製品認定制度に係る認定製品の募集につい
て

通知等 ９月９日

平成28年度「『見える』安全活動コンクール」の実施等につ
いて

通知等 ９月６日

山形県リサイクルシステム認証制度に係る募集について 通知等 ９月５日
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　産業廃棄物管理票（マニフェスト）購入案内　
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◆ 産廃やまがた編集委員 ◆

　新年あけましておめでとうございます。

　2017年の干支は酉。中でも「にわとり」は、明け方に鳴く鳥です。

　新年も一番に鳴く鳥なので縁起が良いとされています。さらに商売に縁起の良い干支とされ

「とり→とりこむ」で商売に繋がるとされています。

　2016年を１文字で表す漢字は「金」でした。８月に開催されたオリンピックでの金メダルの

数が過去最多となったことやアメリカの次期大統領の髪の色なども理由のようですが、一方で

は「カネ」の問題が浮き彫りになったことも大きな理由のようです。

　昨年は熊本地震をはじめ、東北では統計史上初となる台風の上陸など大規模な自然災害が多

くあった年でもありました。

　今年は無病息災、社業発展を期待し、平和な一年になりますよう祈念いたします。

　今後とも「産廃やまがた」発刊へのご支援、ご協力よろしくお願い申しあげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡崎　信広

編集後記
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　黒川能は、山形県鶴岡市黒川にある春日神社の「神事能」として、氏子たち地域の人々によって伝えら
れてきた。
　この能は、世阿弥が大成した後の猿楽能の流れをくみ、現５流と同系であるが、いずれの流儀にも属さ
ずに独自の伝承を続け、演式、演目などに古式を残している。
　黒川にどのようにして能楽が伝わったのか、まだ究明されていないが、諸説ある中に、『清和天皇が黒
川に足をとどめられ、申楽を村人に伝えた』という説や『後小松天皇の第３皇子の小川宮が滞在し、その
家来が村人に能楽を教えた』という説。近年は『庄内の領主であった武藤氏が上洛した際に能を観たこと
で導入したのではないかと』いう説もあるが、江戸時代のはじめ頃には、すでに能太夫がいたことや、能
楽の維持に難渋をきたしていることが文書に記録されている。また、室町時代に織られた能装束（三領、
国重要文化財）が残っていることなどから、少なくとも室町時代末期には定着したものと考えられている。
　現在は、約230戸の春日神社の氏子が上座と下座の２つの宮座に分かれ、それが同時に能座を形成して
いる。それぞれの座は能太夫でもある座長がおり、能役者は囃子方を含め、子どもから長老まで約150人、
能面250点、能装束500点以上、演目数は能540番、狂言50番と、民俗芸能としては誠に大きな規模となっ
ている。
　500年以上にわたり、黒川の人々の信仰心と能楽への愛着によって、幾多の困難をも乗り越えながら今
日まで守り伝えられ、昭和51年５月４日には、国の重要無形民俗文化財に指定された。
　黒川能は、２月１日～２日の春日神社旧例祭（王祇祭）の他、２月第４土曜日（蝋燭能）、３月23日（祈
年祭）、５月３日（例大祭）、７月15日（出羽三山神社・花祭）、７月最終土曜日（水焔の能）、11月23日（新
嘗祭）、荘内神社への奉納（休演中）と定期的な演能があり、他に依頼によって各地に赴き公演を行っている。

重要無形民俗文化財　黒川能

王祇祭で振る舞われるのが「凍

み豆腐」。

このため別名を「とうふ祭り」

とも呼ばれています。

祭りの前には、当屋のある集落

総出で３日間にわたり約５千本

が焼かれます。

これを凍らせてから味噌煮した

ものを二番というタレに付けて

食べます。

凍み豆腐は、夜を徹して演じら

れる黒川能と共に王祇祭の名物

になっています。
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